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 質 問 者  阿 部   薫   

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 土地利用計画図に基づき、町内中心部、荒立地

区、石浜・宮ケ崎地区の主要幹線道路が整備されて

おり、特別な事情がなければ交通渋滞もなく、町外

より来町する運転者も安心して町内へ乗り入れる状

況かと思います。今日は、主要幹線道路である駅前

堀切山線に自転車走行マークが表示され、交差点に

も進入経路がマーク付けされ、自転車利用者にとっ

て交通安全走行上、この上ない走行路となっていま

す。しからば、この専用走行帯を町内に延長増設置

してはどうかと伺います。 

（１）専用レーン設置の着眼点と県内市町村の実情

は。 

（２）女川町たびの情報館「ぷらっと」でのレン

タサイクルの利用状況は。 

（３）今後の交通安全対策は。（小中学生、高齢

者向け） 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 

 

 

１ 自転車走行帯の増長

を 
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 質 問 者  阿 部   薫   
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 去る５月20日から21日未明における低気圧通過

時、女川湾内を見渡すと赤土の流入を目にし、雨

中、石浜、宮ケ崎、女川、清水、鷲神の各地区に

設置済みの雨水路の実情を探ってきました。各地

区での自己管理されていない換地、また、放置さ

れた商業地、町有地販売地から流出する赤土の湾

内流入は、今後10～20年後の養殖漁業地域への影

響も多大になりはしないかと感じざるを得ません。 

 そこで伺います。 

（１）各地区の換地、保留地の箇所数及び面積は。 

（２）１ｍ以下の法面緑化対策は。 

（３）上記を実施できる時期は。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 

２  赤土流出入対策を 

早急に 

 

 

 

 

 

 

 


